
国際学術交流

1.韓国国立文化財研究所と姉妹友好共同研究協約称

を調印

19991:j三は斡聞の国立文化財研究所がiJiJ設されてから、

30周年目の記念すべき年である。当研究所と椋回国立文

化財研究所とは創立以来、緊密な交流を行い、建築史

保存科学 ・考古学などの分野で優れた成栄を上げてきた

が、交流の基本は所員の個人的な研究テーマにもとづく

ものや、税国側からのうど流要請によって個別散発的に行

われてきた。その問に、研究内容をさらに向上させるた

め、共同研究を両研究所の研究事業に組込み、組織的な

交流形態に発展させるべきだという点で立見が一致した。

11月15-18日の問、筆者は斡国ソウルに招待され、 30

周年の記念事業として行われた前iiii会に参加するととも

に、協約i!l・の調印を行った。

調印式に臨む町田所長(左)、組所長(右)

氏が 「匡|立文化財研究所創立30周年記念一回顧と展望」

という特別総i貨を行った後、 r21世紀へ向けての文化遺産

に|刻する検討Jという共通説題に対して、斡回国立文化

財研究所長超由典、 rl~ 国社会科学院考古研究所副所長王

制、ロシア科学アカデミー-シベリヤ支部-考古学民族

学研究所AndreiV.Novikovの祁ー氏とともに筆者も基調報

告を行い、その後に斡国の文化財関係者を交えでの意見

交換会を行った。

17日、純国国立文化財研究所に赴き粗i.lJ典所長と協約

書の翻印を行い、これから始まる共同研究の将来を交互に

祝福した。その全文は以下のとおりだが、当研究所として

は研究事業の一環として予算拙世の裳付けを行い、笑りあ

16日の記念講演会では、はじめに創立時の所長金正恭 る共同研究を行う義務が生じたことになる。(町田章)

日本国奈良国立文化!lHdf~泊所-大将民凪凶立文化!I~研究所
姉妹友好jt liíJ研究協約~I::

日本国務良国立文化財研究所と大斡民国国立文化財研究所は、 n・4車両国における学術、文化交流と税普及ひ宵図文化の共同研究を
目的に姉妹友好関係を結ぶことに同意する。

この協約舎の定めるところにより、両研究所の研究者は互いに理解と友灯・関係を涼く し、 学術情報の交換ができるよう努力する。

~11 :条
日本国奈良国立文化財研究所と大戦氏|必住l立文化財研究所は、初III.の学術研究の進展に資するため、共同して研究を災施する。

(1)両研拘Jifr研究者の相If.訪問1&び研修、研究の機会を提供するのに必要な{iJ!1'i:を図る。
(2 )両国の研究の進展状況を鑑み、適切な研究説l題を設定し、それに応じた事業員|蘭を立案 尖』面する。

(3 )両研究所主位・の追跡発掘に参加し、研究すること。
(4 )発姉成果及び新発掘技術、設備等に附する情報を相ll~に交換すること。
(5 )両研究所及ひ前研究所に|刻述する他機関の学術資料を交換すること。

(6 )その他相互に必裂なII~~質。

第 2条

第 l'条以外の活動については、両研ヲ.'e;l庁の合Qにもとづいて、災施すること。

第3条

交換された学術情報・資料を利用するときには、所有する閏のl則述法規を遵守する。

第4条

研究成栄は、原IIIJとして双方の合意により同時に公表する。

第 5~
この協約告にもとづく共同研'先を中 1 1:.する場合(;1:、相手方に対して~!r-而で通知l し、その翌年から，"，'11:.となる 。

第 6条

この協約stは、 等しく正文で日本語及び柳田訴の各2通、みよW4通をもって作成し、双方の協約i!r-は同等の効力を布する。

第7条

本協約は、双方が射名した後に有効とする。

l咲19"F.ll月17日
奈良国立文化財研究所長

目flll t;i (場名)

1伎芸J!'ド11月17日
大桃民国国立文化財研究所長

越 1111J~ (場1'，)
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2.国際学術交流の現状 俄・フリヤー美術館の陶磁器十コレクションを研究対象と

特別研究として実施した学術交流ではまず、次の 2件 し、化学分析的共同研究を展開している。6)日斡古代に

をあげることができる。1)アジアにおける古代都城遺跡 おける埋葬訟の比較研究では、日本と.隣国の先史時代以

の研究と保存に関する研究協力、 2)南アジア仏教追跡の 来の埋葬法を比較することにより、祖先に対する観念や

保存整備に|刻する特別研究である。前者では、淡長安城 思想の共通性又は異質性を、各l時代をとおして共同調査

の宮殿遺跡の共同発掘調査を行っている。級官二号宮殿 を行った。

の発掘調査では、正殿・後殿が南北に並ぶという、決長 なお、当研究所における海外との人物交流は、平成11

安城でも類をみない構造であることが判明するなど、注 年度では、招勝者・は11ヵ国51名、派遣者は17ヵ国延べ80

目すべき成巣をあげている。本研究は、こうした発掘調 名であった。ちなみに、平成10年度では招聴者は11ヵ国

査ばかりでなく、中国側から研究者を招JpJjし、所員との 65名、派遣者は18ヵ国で延べ84名であった。国際交流が

共同研究会、さらには広く市民にも開放した講演会も逐 研究所の重要な事業のひとつとなることが予iJ[iJされ、本

次開催している。また本研究の一環として、遼寧省北謀 格的に取り組む体制っくりがいよいよ必要になろう。

市大凌河北岸の東西にのびる丘陵の南斜面に位置する潮 (沢田正昭)

瞬洞(ラマトン)遺跡についても調査している。3世紀末

から 4世紀にかけて、 300基をこえる鮮卑族の基がかなり 3.中国社会科学院考古研究所との共同研究

の規則性をもって築かれており、その桃造やl時代的変巡 当研究所では特別研究「アジアにおける古代都城遺跡

を考察した。これを支援する形で、出土地物の分析や保 の研究と保存に閲する研究協力Jの一環として、中国社

存処理について研究協力を行った。 会科学院考古研究所と共同研究を進めている。

後者の共同研究は 5:(~目を終えた。 ミャンマ一連邦文 昨年度までは漢長安域経宮 2号・宮殿の調査を 2年度に

化省考古局との共同研究で、古代寺院・都城遺跡の発掘l わたって行い、桂宮正殿と目される大規模な宮殿遺構を明

と保存整備に関する意見交換を行う 一方、現地では各種 らかにするという大きな成来をあげた。 99年度は桂宮の

遺跡の朔査・ 3を備状況の調査を実施した。 3次調査として、 3号建築遺跡の調査を行った。3号建築

また、 3)苛酷な気象条件における遺跡保存の研究では、 遺跡は 2号宮殿の北約l.2km、西50mの位置にあり、桂宮

文化庁が計画した、アンコール文化遺産保護共同研究を 北半部に対しての初めての発掘調査となる。

継続して実施している。遺跡探査・写真測量・発掘調査 制査は1999年秋と2000年春の 2回に分けて行い、秋は

技術-石造建造物の劣化対策・修復技術・広域遺跡整備 2名、春は 3名の研究員をそれぞれ派遣した。調査の結果

の6項目の課題を掲げて協力している。他方、チリ領イー の詳細については本書6-7頁を参照されたいが、この泣

スター島におけるモアイ石像の保存協力に|剥しては、チ 椛は南北に約40m離れて並ぶ 2基の基壇建物の聞に、東西

リ国立文化財保護センターとの共同研究で、モアイ石像 に長い倉庫が7基並ぶという構造をもち、ボーリング調査

の火山性凝灰岩の強化方法など、その材料と施工技術の の結巣では東方にさらに付属施設があることが判明した。

共同研究を実施している。 こうした倉庫遺構は、これまで謀長安城では武庫の調査

さらに、文部省科学研究費補助金を得て、次の 3件の 例があり、それとの比較検討も興味ある課題であるととも

共同研究を笑施している。4)唐代古墳壁画の転写・輸 に、今回の制査成果は桂宮の性格や桃造を知るために、

送・保存修復に関する科学的研究では、壁面i顔料の材質 武重な材料・を提供したといえよう。

分析・壁体強化法・保存環境調査などの総合的な共同研 また、今回は発掘区全面にわたって、 5m方l恨の基準

究を行っている。中国側の研究代表となる快西歴史i専物 線をトータルステーションを用いて張り、追椛笑測を行っ

飴・では、考古学・保存科学 ・保存修復などの専門家を機 た。こうした実説IJ方法は中国での調査では通'品・採用しな

した「底基壁画研究中心」を立ち上げ、共同研究がいちだ いものであり、調査成来の正確な記録という新たな試みと

んと進め易くなった。5)アジア地域における陶磁器の流 して評価できょう。

通に関する自然科学的研究では、スミソニアン研究機 1999年夏には劉鹿柱所長、李統芳艇長安城考古隊長を
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はじめ、 6名の考古研究所研究員が来日して立見交換を のである。

するとともに、李研究員による佐官 2号宮殿の調査にl則す なお、10月と 12月には、遼態省文物考古研究所か ら研

る講演会を開催した。なお、春から秋にかけては展覧会 党員が来日し、出土地物に|刻する日'11の比較検討を行っ

「よみがえる漢王朝」を、主催者の一員として 日本の 4都 た。 (小林謙一埋蔵文化財セ ンター)

市でIm1/1lした。それに関連 して、 4月に記念シンポジウ

ム「棋王朝と日本Jを、劉慶柱所長、白雲期研究員を招い 5. ミャンマ一考-古局との共同研究

て平城宮跡資料館講堂で開催した。 ミャンマーでは近年、施稿11陶器の終跡の調査が急速に

漢長安城桂宮を対象とした共同研究はもう l年で一応 進んでいる。 ミャ ンマー陶器は東南アジア一円はもちろ

の終息をさせることとなり、 2000年度は桂宮各所におけ んのこと、 一部は日本へももたらされているが、その実

るボーリング調査や、トレンチによる補足調査を行うこ 態はあまりよくわかっていない。奈文研が行っ ているカ

ととなった。その後、報告書の刊行に向けて準備を進める ンボジアでの黛跡調査とも関連 して資料収集が必要なた

ことを確認した。また、 2001年度以降の新たな共同研究 め、 1999年 9月20日から22日にパガンで開催された「束

に対しでも協議を持ち、その対象地について具体的な選定 前アジア施稿11陶器学会」へ l名を派遣し資料収集を行っ

作業を行いつつある 。 (玉田芳英/月U~勝以'i!r跡発倒耐新日11)

4.遮li}'1省文物考古研究所との共同研究

三燕都城等出土の鉄器及びその他の金属器の保存研究

を課題とした、遼寧省文物考古研究所との共同研究は、

三燕時代の鮮卑族の墓地である馴l麻洞遺跡から出土した

金属i絡を主たる対象としている。

刷明ij洞泣幼;では、 1998年の第 5次調査をもって、墳墓

435基すべての発掘調査が終了しており、現在は、報告担-

作成に向けて、遼寧省文物考古研究所において、出土地

物の整理nと鉄製品を中心とした保存処理が進められてい

る段階である。

出土造物は、青銅製品、鉄製品、金銅製品と土器類で

あるが、その特徴のーっとして、鉄製出.具笥;にみられる

ような淡文化の影響と、馬具~;で示される l騎馬文化の~

素が共有:している点があげられるであろう 。背Wd四環鈴

の出土とともに、両要素の共存には、韓半島 ・日本列島

における古墳副葬品との共通性がうかがわれるのである。

今年度は、奈文研側が遼寧省に赴き 、l期j峨洞遺跡から

出土 した金属器の うち鉄斧、鉄鉱を中心に、 一昨年度と

同様、写真披影と実測調査を行った。

鉄斧には鋳造製と鍛造製があり、その形態はヴァラエ

ティに富むが、 基本的には、悦代の系諮を引く ものであ

る。そのなかで、袋部に突1fi:を有する形式は、日本列島

においても弥生中期にみられるものである。また、鉄鉱

には、大別して、重量20g前後の方顕鎌と重llklOgriij後の

網IJ根鉱があり、ともに、日本の古噴出土品にみられるも

た。 会諮問1It~前日にはト ゥ ワンテ一地域の発揃調査中の

黛跡や、踏査で発見された終跡の見学を行った。

2000年 1月12日から 1月24日にかけて奈文研から 4名

をミャンマーへ派遣 した。まず、アラカン地域の都市遺

跡について、現地踏査と資料収集を行った。 ミャウー近

郊の遺跡、を中心に見学 し、なかでも l世紀に遡る都市 と

されている、ダンニャワディとそれに続く 王者11とされ再

発銅が計画さ れている ヴェ ーサリについては、詳しく踏

査を行っ た。他の地域では、完了が近づいて落ち着き つ

つあるパガン地域の彼元整備事業の見学、背銅器文化の

:l1Il~~泣跡で、昨年に続いて発掘調子f.が行われているニャ

ウンガン遺跡、の見学、ザガイン近郊で土器作りのJ様子の

見学などを行っ た。ニャウンガン遺跡は遺跡博物館と し

て、発捌区をそのまま保存展示する構想があり、今後の

整備が注目される。また古代からの技術を継承している

と考えられる土器作りの工程を、許:しく見学できたこと

も収穫が大きい。今回の資料収集で都市遺跡、 仏教遺跡

以外の分野でもミャンマーとの共同研究が有益な情報を

もたらすことが、改めてIYJらかになったと言えよう。

ミャンマ一考古局 ミャウ 一事務所のチー-キン研究員

を、 1999年12月 8日より 12月26日まで招l仰し、平城宮

跡発掘調査部の協力を得て、長屋王邸での発掘調査実習

の他、ミャウーに多い石造物があり比較研究が可能なilll

制などの追跡見学を行った。チー-キン氏は帰国後、ヴ

ェーサリ遺跡;の発掘調査に従事する予定である。氏は日

本の発掘調査法、特に遺構築測、断而図作成について奈

文.fVf研究者との共同作業ができ、たいへん参考になった
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との感想をJ守たれていた。考古学研究者の継続的招聴に

より、国策で急速に発掘調査が行われているミャンマー

での考古学の発展に、いくばくかでも寄与できれば幸い

である。 (森本 晋/J.!ll波文化財センター)

6.アンコール文化遺産保護に閲する研究協力事業

文化庁伝統文化謀の所管で1m始された表記事業は、平

成11年度より、奈文研単独の事業として引き続き実施さ

れることになった。

当該事業はこれまで 3年を lフェイズとする中期計画

のもとに、 事業の推進に当たってきた。平成11年度から

13年度の第 3フェイズでは、実際に現地の遺跡をカンボ

ディア側と共同調査をし、調査技術の移転を計るととも

に、発掘調査から遺跡の保存・公開に至るー辿の過程を、

現地で笑施することに主眼をおいた。1995年に発見され、

その保存と調査が緊急の課題となっていた、タニ窯跡梢:

に設定し、平成11年度からその発掘調査を1m始した。8

月と 2月に現地調査を行うとともに、その成来を12月の

国際会議で発表した。一方カンボディア人若手研究者の

招]仰を、 10月14日から12月11E1の60日間実施した。これ

らの成果は、当該年度に作成した fアンコール文化遺産

保護共同研究 平成 8年度-10年度jと『アンコール文化

遺産保護共同研究 タニ窯跡群A6号袋発揃調査概報j

に詳しい。 (西村康・杉山洋)

タこ窯跡群A6号覇者 発掘調査風鰻
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